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北極域研究推進プロジェクト（ArCS）
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実施メニュー（国際共同研究推進）

テーマ８：データマネジメント

テーマ４：海洋環境変動

テーマ５：気候変動予測

テーマ１：北極気象・海氷予測

テーマ２：氷床氷河環境変動

テーマ３：大気物質

テーマ６：北極域生態系

テーマ７：北極の人間と社会

n 気象予測精度を向上し、最適な航路支援モデル開発と実運用を目
指す。 （担当：国立極地研究所）

n 氷床変動と気候の関わり、氷河氷床と海洋の相互作用と現地社会
への影響等の解明を目指す。 （担当：国立極地研究所）

n 北極気候に関わるBC・メタンなどの物質や気体等の動態の解明を目
指す。 （担当：国立極地研究所）

n 北極域の海洋環境変動とその生態系等への影響の解明を目指す。
（担当：海洋研究開発機構）

n 北極域に関連した気候変動の予測可能性を明らかにすることを目指
す。（担当：海洋研究開発機構）

n 北極海域の生態系への人間活動の影響、生態系の維持機構等の
解明を目指す。 （担当：北海道大学）

n 他テーマと連携し、北極域の開発と環境保全、国際的なルールづくり
の在り方等を追究し、社会への貢献を目指す。 (担当：北海道大
学)

n 本事業で得られたデータを広く国内外へ提供するシステムの開発を行
い、得られたデータを、科学的・社会的に有用な情報として提供する
ためのシステム構築を目指す。（担当：国立極地研究所） 14



北極域研究推進プロジェクト（ArCS）
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実施メニュー（国際共同研究推進以外）

国際連携拠点整備

若手研究者海外派遣

AC等専門家派遣

日本の国際的な北極研究展開の足がかりとなる研究・観測拠点の整備。研究者の長期滞在・
モニタリング観測のための基盤施設の運用と活用を実施

若手研究者を北極に関する研究を行う海外の研究機関等に派遣し、技術・知識の修得や人的
ネットワークの構築を踏まえた人材育成を実施。若手研究者の交流を通して長期的な国際連携
体制を形成

ACのWG（AMAPやCAFF）、TF（SCTF）やEG（EGBCM）等の北極関連会合に、科学
的に専門的な意見を表明できる専門家を派遣。日本の研究成果を国際社会に広く還元

北極圏国における戦略的な拠点整備

国際的な議論の場で活躍できる若手研究者の養成

北極関連国際会議への派遣

WG: Working Group
TF: Task Force
EG: Expert Group

AMAP: Arctic Monitoring and Assessment Programme
CAFF: Conservation of Arctic Flora and Fauna
SCTF: Scientific Cooperation Task Force 
EGBCM: Expert Group on Black Carbon and Methane 15
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情報発信

ステークホルダーとのインタラクションを重視し、情報発信を強化。

・情報発信担当コーディネーターを配置

・HP内にブログを開設

・メールマガジンを発行

・公開講演会等パブリックイベントを積極的に実施
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研究成果

北極域研究推進プロジェクト
推進委員会用プレゼン資料

（仮）

北極海上の気象予測の精度を効率的

に向上させるには、北極域の高層気象

観測を1日4回の頻度とすることが最適

であることを、北極海航路上での強風

事例の解析から明らかにしました。さらに、

気象予測の精度が向上することで、海

氷予測も改善しました。これは、北極海

周辺の高層気象観測網の強化が北極

海航路上の船舶の安全航行に有益で

あることも意味します。

近年、極域の気象予測精度の向上が社会的に求められていますが、厳しい環境の北極域では
観測コストがかさむため、観測点・観測頻度を増強することは容易ではありません。したがって、観
測コストと効果のバランスが最適化された観測網の構築が望まれています。本研究成果は、北
極域に おける最適な観測頻度を提案することにより、WMO（世界気象機関）などの 国際観
測コミュニティや北極海沿岸国の気象現業機関に対して貢献しています。

※ 本研究成果は、アメリカの海運情報誌「The Maritime Executive」でも紹介されました。

観測コストを考慮した北極海上の最適観測頻度を実証−北極海航路の気象・海氷予測の高精度化に貢献−

（平成27年11月20日付け英国の科学雑誌「Scientific Reports」に掲載、同日プレスリリース）

「気象・海氷・波浪予測と北極海航路支援情報の統合」（国立極地研究所：猪上）

成果概要：

社会貢献：
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北極域研究推進プロジェクト（ArCS）
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研究成果

係留系観測、衛星観測および数値モデル実験により、
冬季でも海氷がない海域が発生する原因を解明
→海氷形成や高密度水形成過程を明らかにし、
北極海 環境の変化の理解につながる知見

バロー沖のポリニヤ(疎氷域)が、強い北東風による海氷発散で起
きる潜熱ポリニア(海氷生成)と、湧昇による高温水で維持される
顕熱ポリニア(海氷生産抑制)の両方の特徴を併せ持つHybrid 
polynyaであることを明示

従来にない高解像度（3kmメッシュ）の北極海モデ
ルを構築し、大西洋水流入の経年変動を現実的に
再現
→北極の中長期気候変動において重要な海洋海氷
変動を適切に扱うことができるモデルを開発

↑ハイブリッドポリニアの概念図

←2010年2月22日の海氷密接
度と10m風の分布。黄色の×印が
係留観測地点を示す。

「北極域環境における多圏相互作用の実態
解明と気候予測への応用」（国立極地研究所
：羽角）

密度1027.95面上の温度分布（左図）：境界流・渦など
が衛星観測などによる知見とよく一致

 フラム海峡の海面水温の経年変動（右図）：長期的温暖
化トレンドと経年変動がともに係留観測結果とよく一致

「北極海洋環境気候変動」
（海洋研究開発機構：菊地）
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研究成果

n 海氷後退のタイミングは植物プランクトンのサイズと年間基礎
生産量を変える（A. Fujiwara Biogeosciences, 2016）

成果概要：世界でも有数の高い生物生産を誇るベーリング海・チャクチ海陸棚域を対

象に、年間の生物生産の基盤となる春季ブルーム期の植物プランクトンサ

イズ組成が、海氷融解タイミングの経年変化と共にどのように変わるのか16

年間の衛星データを用いて空間統計的に評価した。海氷融解タイミングが

早い年ほど、春季ブルーム期の大型の植物プランクトンの割合が増加し、

当海域の年間基礎生産量は大型植物プランクトンの比率が主要なコント

ロール要因となっていた。

社会貢献：研究対象海域の漁業生産量が極めて高く、日本へも大量に輸出されてい

る。海氷減少にともなう、それらの豊富な漁業生産の変化や北方へのシフ

トは解明されるべき課題である。海氷生態系という独特の生態系では、大

型の植物プランクトンがその生物生産の原動力となっている。そのため、本

成果は、資源となり得る生物の生産の将来予測と、持続的利用に向けた

生態系ベースの管理に大きく貢献する。

(海氷が無い期間)

(大きいサイズの割合)

偏
回
帰
係
数

「環境変動と人為的インパクトに対する北極海生態系の反応メカニズムの解明」
（北海道大学：平譯）
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北極域研究共同推進拠点（H28.4.1開始予

定）

北極研究戦略委員会
資料＠文部科学省
2016.2.22
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